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1 はじめに

近年、国内の人工林の多くが主伐期を迎えると同時に更新が必要とな

る箇所も増加していますが、材価低迷等により林業の収益性は伸び悩み、

再造林意欲にブレーキをかけています。このため、いかに再造林コスト

を縮減させるかが喫緊の課題となっています。

このような中、当センターにおいても、再造林コスト縮減を目的に、

課題を複合的に組み合わせた試験を実施しており、その成果を中心に、

今後の低コスト再造林についての提案を行います。

2 成果を引用した試験

・エリートツリーコンテナ苗と下刈等省力化の実証試験

・コスト1/2を目指した誘導伐システム（帯状伐採による複層林施業）
の開発

・低コスト化を目指した適正本数・施業体系の解明

・自然災害に強い人工林分の施業方法の確立

・高性能林業機械、コンテナ苗を活用した低コスト育林に向けた実証試

験

・持続可能で多様な森林造成技術の開発（小面積帯状伐採と次世代優良

苗植栽）

3 試験から得られた成果

（1）地拵について

地拵を省略しコンテナ苗を植栽した場合、植付作業自体に問題はあり

ませんが、苗木運搬（小運搬）や下刈作業においては、林地残材や萌芽

等が支障となりました。このため、地拵コストを縮減するためには、一

貫作業システム（伐採搬出時に枝条整理を高性能林業機械で行い植付ま

で行う作業）が有効でした。

（2）植付について

① 苗木の選択（コンテナ苗と裸苗、在来品種と精英樹・エリートツ

リー）

コンテナ苗は、裸苗と比較し苗木代が約2倍となり、植付器具を工

夫することにより、植付功程は2倍以上に向上し、植付労賃は3分の1

程度まで縮減可能であるが、苗木小運搬は裸苗と比較して、コンテ

ナ苗では3倍程度になりました。コンテナ苗と裸苗の成長量の差は無

く、エリートツリーや50cm 程度以上のコンテナ苗を使用することに
よって、下刈回数を2回程度削減可能と推測されます。

② 植栽密度（500～3,500本／ ha）
1ha 当たり500本、1,500本、2,500本、3,500本と植栽密度を変え

成長量比較を行った結果、1,500本/ha が上長及び肥大成長ともに他
の植栽密度より良好でした。林地条件等にもよるが、標準的な植栽

密度の2,500本/ha から、1,500本/ha まで植栽本数を低減することに
より、苗木コスト及び植付コスト、更には間伐コストも縮減可能と

考えられます。

（3）下刈について

坪刈、筋刈等の省力下刈を実施した場合、刈払箇所以外からの雑灌

木による植栽木への被圧が見られ、下刈を省力化させるためには全刈

を基本に考え、年度毎の下刈回数を削減する方法が下刈コスト縮減に

有効であることがわかりました。

4 まとめ

以上の結果から、今後のスギ低コスト再造林方法を大きく３パターン

提案します（図－１参照）。この３パターンの内、伐採・搬出時には高

性能林業機械を用い、一貫作業システムで植付（コンテナ苗）を行った

場合が最も造林コストを縮減でき、従来の約半分程度のコストとなり、

販売価格より造林コストが下

回ると試算されました。今回

の低コスト再造林方法を３パ

ターン例示しましたが、これ

が最終形ではありません。

今回示したパターンを現場で

応用し発生する新たな課題を、

関係各機関と共有し技術開発試

験を続け、更なる低コスト化へ

向けて、そして、「儲かる林業」

を確立させていきたいと考えて

おります。
図－1,再造林コスト（パターン①～③）試算
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・給餌によるシカの誘引
・捕獲個体処分地確保
・除雪ほか基盤整備
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・最高の技術を提供
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 富士山国有林におけるニホンジカの新しい捕獲手法 

（誘引捕獲：ｼｬｰﾌﾟｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ）の検討 
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１ 課題を取り上げた背景 

  富士山麓において、ニホンジカが近年著しく過密化し、当署管内の富

士山国有林及び国有林に隣接する森林や牧草地において、食害による甚

大な被害が発生しています。 

  これまで当署では、剥皮防止ネット及び金網柵等の資材による樹木の

保護や地元猟友会に依頼して捕獲(巻き狩り)による対策を実施してきま

したが、被害は収まらず、むしろ拡大、深刻化しています。 

  そこで平成23年度から、静岡森林管理署は、自ら積極的に防除対策に

参加し、また捕獲方法についても新しい捕獲手法として誘引捕獲法を試

行的に導入してニホンジカの捕獲に取り組んできました。本発表ではこ

の取り組みについて紹介します。 

２ 取組の経過 

  静岡森林管理署、富士宮市、静岡県森林・林業研究センター等で構成

する「富士宮市鳥獣被害防止対策協議会」により、国有林で初めての取

組となる誘引捕獲を平成24年1～2月に実施しました。その実施に当た

っては、森林管理署と研究者、捕獲技術者が1つのチームとして、連携・

協力体制を構築しながら実施しました。 

  まず、射手は、高い射撃技術とニホンジカの捕獲経験豊かなNPO法人

「若葉」に依頼しました。事前に銃を用いた手法の合法性について管轄

行政部署に確認を行うとともに、安全確保のため関係機関等への周知や

入山者等への注意喚起看板の設置を行いました。 

また独立行政法人森林総合研究所から同研究所が開発中の給餌プログ

ラムの提供､指導を受け、ニホンジカの痕跡が多く射撃に適した地形等か

ら給餌場所を選定し、捕獲開始日の約1ヶ月前から給餌を行いました。

捕獲当日は、監視体制、連絡体制を確実に整えたうえで、2 つのエリア

で2人の射手により車で給餌場間を走行しながら遭遇するニホンジカを

狙撃する捕獲を実施しました。 

３ 実行結果 

  早い箇所は3日目で餌付き、捕獲初日までにほぼ全ての給餌箇所で餌

付けに成功しました。捕獲は計 6 日間行い、射撃した群れの内、5 割強

が群れ全体を捕獲し、計73頭捕獲しました。（H24は199頭を捕獲） 

４ 考察   

  誘引捕獲の実施は、静岡森林管理署、研究者、捕獲技術者等が一体と

なったチームを形成でき、万全な体制で臨んだことから大きな成果を挙

げました。この方法の実施により、①効率的な捕獲が可能、②妊娠期に

メスジカを狙い撃ち可能、③高い安全性、④群れごと捕獲することで警

戒心の強いニホンジカをつくらず、継続的に実施可能等の利点を有し、

個体数管理で有効な方法である事が検証できました。 

  一方で下層植生が多く、餌が豊富な射撃の不適地では、十分な効果を

発揮できませんでしたが、平成 24 年度に、このようなエリアで「忍び

猟」や、「くくりわな」により捕獲を行い、約 3ヶ月間で 355 頭捕獲す

るとともに、誘引捕獲に適した地域では、誘引捕獲エリアを拡充し安全

体制も強化して実施しました。誘引捕獲により構築したチーム力、技術

力が、より組織的、戦略的な捕獲に

繋がったと評価できます。 

今後、3年間の実績を踏まえ、各々

の地域の実態に応じた捕獲方法の

判断材料とする「実施の手引き」を

作成予定であり、これを広く情報提

供し、ニホンジカ対策の推進に活か

していくこととしています。 図１ 連携体制図 
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